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一度保存�したファイルを�開き�、�内容�を�変更�したり�、�
続�きを�作成�したりしたときは�、�作業�の�終�わりに�再度�、�
保存�が�必要�です�。�そのとき�、�元�のファイルが�不要�
なら�手順�2の�画面�で�、�［�上書�き�保存�］�を�選択�します�。�
上書�き�保存�では�、�変更�した�内容�を元�のファイルの�
［�上書�き�保存�］�ボタン�（� ）や� ＋� キーを�
押�すことでも�実行�できます�。�この�操作�は�、�どんなア�
プリケーションでもほぼ�同�じになるので�、覚�えてお�
くと�便利�です�。�

�

�

レッスン�
見開き2ページを基本に、�
やりたいことを簡潔に解説�

●やりたいことが見つけやすいタイトル�
「○○をするには」や「○○ってなに？」など、“やりたいこと”や�
“知りたいこと”がすぐに見つけられるタイトルがついています。�
�

●機能名で引けるサブタイトル�
「あの機能を使うにはどうするんだっけ？」そんな時に便利。�
 機能名やサービス名などで調べやすくなっています。�

間違った場合は？� ショートカットキー�
知っておくとなにかと便利。めんどうな�
操作を、キーボードを押す組み合わせ�
だけで簡単に使えます。�

手順の画面と違う時にはまずここ。�
操作を間違った場合の対処法を解説�
してあるので安心です。�

Point
操作の要点をていねいに解説。レッスン�
で解説している内容をより深く理解する�
ことで、確実に使いこなせるようになります。�

HINT!
レッスンに関連した、さまざまな機能を�
紹介したり、一歩進んだ使いこなしの�
テクニックまで解説します。�

手順�
必要な手順を、すべての画面とすべての�
操作を掲載して解説�

本書の読み方

●用語の使い方
本文中では「iVIS HF10」のことを「アイビス」または「iVIS」と記述しています。また、本文中で使用している

用語は、基本的に実際の画面に表示される名称に則っています。

●本書の前提
本書の各レッスンは、キヤノン株式会社製のハイビジョンビデオカメラ「iVIS HF10（ダブルメモリーモデル）」を

前提に画面を再現しています。また、本書では、Windows Vista Home PremiumにImage Mixer 3 SEをインスト
ールした環境をもとに画面を再現しています。Windows XP Home Edition/Professionalの環境でも本書をお読みい
ただくことは可能ですが、一部画面や操作が異なることがあります。また、DVD-R（片面二層式対応）、DVD-RW、
CD-R、CD-RWへの書き込みに対応したパソコンを使用しています。

●本書に掲載されている情報について
本書に掲載されている情報は、2008年2月現在のものです。本書の発行後に、情報が変更されることもあります。

「できる」、「できるシリーズ」は、株式会社インプレスジャパンの登録商標です。

アイビス、iVISは、キヤノン株式会社の商標です。

ImageMixerは、株式会社ピクセラの商標または登録商標です。

iPod、iTunesはApple Inc.の商標です。

Microsoft、Windowsは、米国Microsoft Corporationの登録商標です。

その他、本文中の製品名およびサービス名は、一般に各開発メーカーおよびサービス提供元の商標または登録商標です。

なお、本文中には™および®マークは明記していません。



まえがき
「ハイビジョン」、「映像編集」、「DVDへの書き出し」、「iPodや動画共有サイトでの活用」、この

ような言葉だけを聞くと、いかにも「難しそうだなぁ…」という印象を持つ人が多いのではないでし

ょうか？

本書は、これまで敷居が高いと思われがちだった映像の編集などを誰でも手軽に楽しむことができ

るように構成されています。アイビスと付属のソフトウェアである「ImageMixer 3 SE」を利用し、

撮影した映像の取り込みから、編集、さまざまな形態での書き出しまで、その使い方や活用方法を丁

寧に解説しています。

これまでは、もっぱら撮る専門だったという人でも、きっと映像を編集したり、完成した映像を

iPodや動画共有サイトなどで楽しんだりできるようになるはずです。本書を通して、読者のみなさん

の映像の楽しみ方が少しでも広がれば幸いです。
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レッスン

撮影した映像を
パソコンで楽しもう1
撮影した映像のいろいろな活用方法

で
き
る
ア
イ
ビ
ス

アイビスで撮影したハイビジョン映像をパ

ソコンに取り込んで、編集したり、DVD

に書き出したりして楽しんでみましょう。

まずは、全体の作業の流れを確認します。

アイビスで撮影したハイビジョン映像をパソコンに
取り込むには、映像ファイルを保存しておくのに十
分な空き容量がハードディスクに必要です。長時
間の映像やたくさんの映像を取り込んでいるうち
に、パソコンのハードディスクがいっぱいになって
しまうこともありますので、取り込み前に数十GB
～数百GBの空き容量があることを確認しておきま
しょう。

パソコンのハードディスクの
空き容量に注意しよう

2

アイビスで撮影した映像を
活用する流れ

アイビスには撮影した映像をいろいろな方法

で楽しむための「ImageMixer 3 SE」とい

うソフトウェアが付属しています。

ImageMixer 3 SEで映像を楽しむための作

業は大きく3つに分けられます。まずは、そ

の流れをかんたんに見てみましょう。

映像の取り込み
アイビスをパソコンに接続し、撮影した映像を取
り込みます。アイビスとパソコンの接続には、付
属のUSBケーブルを利用します。

映像の編集
●ImageMixer 3 SEの起動

映像編集やDVDの作
成などには付属の
「ImageMixer 3 SE」
というソフトを使いま
す。起動などの基本操
作を確認しましょう。

レッスンw参考

レッスンe参考

●映像にトランジション効果を付ける
映像が切り替わる部分
に効果を設定してスム
ーズに映像をつなげた
り、映像にコメントを
挿入したりして、オリ
ジナルの映像を作成し
ます。

レッスンt参考

●気に入った場面を切り出す
映像に不要なシーンが
含まれている場合は、
カットなどの作業をし
て、必要なシーンだけ
の映像に編集します。

レッスンr参考

アイビスで撮影したハ
イビジョン映像をパソ
コンに取り込む



映像の書き出し

1

撮
影
し
た
映
像
の
い
ろ
い
ろ
な
活
用
方
法

アイビスとImageMixer 3 SEを組み合わせる

と、撮影したハイビジョン映像をいろいろな

方法で活用できます。一般的なビデオカメラ

と同じように、映像を編集してパソコンに保

存したり、DVDに書き出すことはもちろんの

こと、iPod用のファイルを作成したり、動画

共有サイトやブログに投稿するためのファイル

を作成したりすることも、手軽にできます。

アイビスに映像を書き戻して持ち歩けば、テ

レビにアイビスをつないで映像を再生すること

もできます。いろいろな方法で映像を楽しん

でみましょう。

いろいろな活用方法でアイビスを楽しもう

ImageMixer 3 SEの特長や最新のアップデートファ
イルなどは、以下のホームページで参照したり、ダ
ウンロードしたりすることができます。定期的にア
クセスして、最新の情報を入手するようにしておく
とよいでしょう。

ImageMixer 3 SEの
最新情報を入手しよう

3

●DVDメニューの作成
DVDに書き込んだと
きに表示されるメニュ
ーを作成します。1枚
のDVDに複数の映像
を保存した場合、メニ
ューを利用することで
再生する映像を手軽に
選択できます。

レッスンu参考

●iPodやブログ用のファイルの書き出し
iPodで再生したり、
動画共有サイトやブロ
グに投稿するためのフ
ァイル形式に書き出す
こともできます。

レッスンo参考

●アイビスやSDカードへの書き戻し
パソコンで編集した映
像を再びアイビス本体
の内蔵メモリーやSD
カードに保存して持ち
歩くこともできます。

レッスン!0参考

●DVDの書き出し
編集した映像と作成し
たメニューを合わせて
DVDに保存します。
一般的なDVDビデオ
と同じ形式のディスク
もかんたんに作成で
き、家庭用のDVDプ
レーヤーで手軽に再生
できます。

レッスンi参考

DVD RECORDABLE

▼株式会社ピクセラ
ImageMixer 3 SEホームページ
http://www.pixela.co.jp/oem/canon/j/



レッスン

アイビスからパソコン
に映像を取り込むには2
ImageMixer 3 ランチャー

で
き
る
ア
イ
ビ
ス

映像を活用するための最初のステップはパ

ソコンへの取り込みです。アイビスをパソ

コンに接続して、撮影したハイビジョン映

像をパソコンに取り込みましょう。

4

アイビスから映像をパソコンに
取り込むには

アイビスで撮影したハイビジョン映像をパソ

コンに取り込むには、「ImageMixer 3 SE」

というソフトウェアを利用します。アイビス

に付属しているCD-ROMに収録されています

ので、あらかじめパソコンにインストールし

ておきましょう。

ImageMixer 3 SE Camera
Monitorを確認する1

アイビスとパソコンを接続する3

アイビスを動画再生モードに
切り換える4

アイビスとコンパクトパワー
アダプターを接続する2

q電源コードとコンパクトパワー
アダプターを接続

通知領域に［ImageMixer 3 SE
Camera Monitor］アイコンが
表示されていることを確認

qUSBケーブルをパソコン
のUSBポートに接続

eコンパクトパワー
アダプターをアイビス
のDC IN端子に接続

w電源コードを
コンセントに接続

アイビスが動画再生モードでオンになるよ
うにあらかじめモードを切り換えておく

あらかじめアイビス HF10に付属している
「PIXELA ImageMixer 3 SE」CD-ROMから
「ImageMixer 3 SE」をインストールしておく

wアイビスのUSB
接続端子に、USB
ケーブルを接続

アイビスのモードダイヤルを
動画再生側に合わせる



ON/OFFボタンを
押す

2

Im
a
g
e
M
ix
e
r
3

ラ
ン
チ
ャ
ー

ImageMixer 3 SEでは、アイビスの映像をパソコン
に取り込まずに、直接DVDに保存することができ
ます。手順7で［ディスクの作成］をクリックし、
画面の指示に従っていけば、パソコンのドライブに
セットしたDVDに映像をそのまま書き込めます。
映像をバックアップとしてすばやく保管したいとき
やほかの人に手軽に渡したいときに利用すると便利
です。

アイビスの映像をかんたんに
DVDへ保存できる

5

手順６でImageMixer 3 ランチャーが自動的に起動し

なかったときは、アイビスがパソコンにきちんと接続さ

れているか、電源がオンになっているかを確認して手順

をやり直します。

間違った場合は？

アイビスの電源をオンにする5

ImageMixer 3ランチャーが
表示された6

映像の保存を開始する7

POWERランプが緑色に点灯し、
アイビスの電源がオンになった

ここではアイビスで撮影した
映像をパソコンに保存する

◆ImageMixer 3
ランチャー
ImageMixer 3の持つ
機能をかんたんに起動
することができる

次のページに続く

パソコンにアイビスが接
続されると、自動的に
［ImageMixer 3ランチ
ャー］が表示される

［パソコンに保存］を
クリック

［ディスクの作成］を
クリック

しばらくするとバルーンが表示
され、アイビスが認識された

各項目にマウスポインタを合
わせると、ここにかんたんな
説明が表示される

注意 手順６で［自動再生］ダイアログボックスが
表示されたときは、［閉じる］をクリックし、ダイ
アログボックスを閉じ、手順を続けます。



アイビスでは、本体の内蔵メモリーとSDカードの
両方に映像を記録することができます。このうち、
SDカードに保存された映像を取り込みたいときは、
手順8で画面左上にある［ソース］から、SDカー
ドのアイコン（ ）をクリック
して、映像の保存元を切り替えます。

SDカードに保存された映像を
取り込むには

で
き
る
ア
イ
ビ
ス

アイビスの映像を以前にパソコンに取り込んだこと
がある場合は、同じ映像がアイビスに残っている場
合があります。このような場合は、手順8で［差分
選択］をクリックすると、アイビスに保存されてい
る映像のなかからまだ取り込んでいない映像だけを
選んで、パソコンに取り込むことができます。

すでにパソコンに取り込んだ映像が
あるときは

6

保存する映像を選択する8

映像の取り込みを開始する9

映像の取り込みが開始された10

映像の取り込みが完了した11

［ImageMixer 3
Library］が表示
された

ここではアイビスに保
存された映像をすべて
パソコンに取り込む

選択された映像は青色
になって表示される

［パソコンに保存］ダイアログ
ボックスが表示された

映像の取り込みが
はじまった

［ファイルの保存が終了しました］と
表示され、取り込みが完了した

取り込みが完了するまで
しばらく待つ

◆ImageMixer 3 Library
アイビスやパソコンに保存さ
れた映像を管理することがで
きる

［すべてのファイルを選択
します。］をクリック

［保存］をクリック

［実行］をクリック

［OK］をクリック

◆［差分選択］ボタン



アイビスで撮影した映像は、かんたんにパソ

コンに取り込むことができます。アイビスとパ

ソコンをUSBケーブルで接続し、アイビスの

電源を入れれば、自動的にImageMixer 3 ラ

ンチャーが起動しますので、取り込みを開始

後、映像を選んで保存すれば、映像が自動的

にパソコンのハードディスクに保存されます。

このように、パソコンでの作業は、すべて

ImageMixer 3 ランチャーが起点となります。

取り込みや編集、書き出しなど、すべての操

作をここから開始する入り口となりますので、

使い方をしっかりと覚えておきましょう。

接続するだけでかんたんに映像を取り込める

2
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映像を取り込んだあとに、すぐ映像の編集をはじ
めたいときは、手順12で［閉じる］をクリックせ
ず、［ImageMixer 3 SEランチャーボタン］をクリ
ックすると、手順7の画面に戻ります。映像編集に
ついてはレッスンeで紹介していますので、そのま
ま手順を進めましょう。

続けて映像の編集をはじめるには

7

手順８で保存したい映像が表示されなかったときは、

HINT!「SDカードに保存された映像を取り込むには」

を参考に映像の参照先をSDカードに切り替えてみまし

ょう。

間違った場合は？

ImageMixer 3 Libraryを
終了する12

アイビスを安全に
取り外せるようにする13

アイビスを取り外せるように
なった14

アイビスをUSBケーブルから
取り外しておく

［ImageMixer 3 Library］
が閉じ、デスクトップが表
示された

パソコンによって表示
される内容が異なる

［ハードウェアの取り
外し］が表示された

アイビスをパソコン
から取り外せるよう
にする

［OK］をクリック

［閉じる］を
クリック

取り込まれた映像にはチェック
マークが付いて表示される

手順 1 2 で このボタンを押すと、
ImageMixer 3 ランチャー画面に戻れる

q［ハードウェアの安全な
取り外し］をクリック

w［USB大容量記憶装置 -
ドライブ（G:，H:）を安全に
取り外します］をクリック



アイビスからパソコンに取り込んだ映像は、撮影さ
れた日付ごとに「アルバム」という形でひとまとめ
に管理されます。このため、以前に取り込んだ映
像も、日付のついたアルバムをクリックすることで
手軽に参照できます。

読み込まれた映像はアルバムに
自動的に登録される

レッスン

取り込んだ映像の
編集を開始するには3
ImageMixer 3 Library

で
き
る
ア
イ
ビ
ス

パ ソ コ ン に 取 り 込 ん だ 映 像 は 、

［ImageMixer 3 Library］で管理します。

まずは取り込んだ映像を確認し、そこから

次のステップの編集へと移りましょう。

手順４で［プロジェクトを読み込んで動画を編集する］

をクリックしてしまったときは、表示された画面で［キ

ャンセル］をクリックし、操作をやり直します。

間違った場合は？

8

ImageMixer 3 ランチャーを
起動する1 ImageMixer 3 Libraryを

起動する2

映像の編集を開始する3

q［スタート］を
クリック

e［PIXELA］を
クリック

w［すべてのプログラム］に
マウスポインタを合わせる

［ブラウジング＆オーサ
リング］をクリック

［動画編集］を
クリック

r［ImageMixer 3 SE］
をクリック

［ImageMixer 3 ランチャー］が表示された

［ImageMixer 3 Library］
が表示された

取り込まれた映像は撮影日ごとに［アルバム］
という単位でまとめられる

レッスンwで取り込んだ
映像が表示された
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通常、たくさんの映像をパソコンに取り込ん

でいくと、見たい映像がどこにあるのかがわか

らなくなってしまうことがあります。Image

Mixer 3 SEなら映像の管理もかんたんです。

取り込んだ映像はImageMixer 3 Libraryに日

付ごとのアルバムとして登録されるうえ、スマ

ートアルバムで条件ごとに分類できますので、

見たい映像を手軽に探すことができます。

ImageMixer 3 Libraryは、映像を管理するだ

けでなく、編集作業の開始をするためにも利

用します。画面の構成や使い方を確認してお

きましょう。

取り込んだ映像をアルバムとして管理できる

ImageMixer 3 Libraryのスマートアルバムという機
能を利用すると、設定した条件に従ってかんたん
に映像を集めることができます。「運動会」や「入
学式」など、タイトルやその他の条件で映像を分
類したいときなどに利用すると便利でしょう。

読み込まれた映像を条件ごとに
かんたんに集められる

9

プロジェクトを新規作成する4

プロジェクトの設定を選択する5 映像の編集画面が表示された6

［OK］をクリック

［新規に動画を編集
する］をクリック

［動画編集］が
表示された

［プロジェクト設定］が
表示された

［ImageMixer 3 Library］
を表示しておく

映像をスマートアルバムに登録するための
条件を設定する画面が表示された

［ImageMixer 3 VideoEditor］
が表示された

映像の形式や解像度を
選択する

ここでは特になにも
設定しない

プロジェクトを新規作成
するかどうかを選択する

以前に行なった映像編集の内容をプロジェクトと
して保存してある場合は、作成済みのプロジェクト
を読み込んで作業を続けることもできます。手順4
で［プロジェクトを読み込んで動画を編集する］を
選択しましょう。なお、プロジェクトの保存方法に
ついてはレッスンyで紹介します。

作成済みのプロジェクトが
あるときは

q［ファイル］
をクリック

w［新規スマートア
ルバム］をクリック



レッスン

気に入った場面を
切り出すには4
映像のカット編集

で
き
る
ア
イ
ビ
ス

撮影した映像を編集してみましょう。ここ

では、ImageMixer 3 VideoEditorを利用

して、映像から必要なシーンを切り出す方

法を紹介します。

複数の映像がない場合は、１つの映像だけでも作業を

進めることができます。手順３のあと、手順を飛ばして、

手順６から作業を続けましょう。

間違った場合は？ナレーションのように、映像にあとから音声を追加
することもかんたんにできます。画面上の［オーデ
ィオ］ボタンをクリックすると、パソコンに接続
（内蔵）されたマイクなどを利用して、映像に追加
するための音声を録音することができます。

映像にあとから音声を
付け加えることもできる

10

再生する映像を選択する1

映像をストーリーボードに
配置する2

映像が配置された3

保存した映像をImageMixer 3
VideoEditorに配置する

複数の映像をパソコンに取り込んだ場合、再

生したい順番に映像を配置することが映像編

集の第一歩となります。取り込まれた映像を

配置してみましょう。

q［ライブラリ］を
クリック

選択した映像をここ
までドラッグ

w最初に再生する
映像をクリック

［ライブラリ］には取り込んだ
映像が表示される

映像がストーリーボードに
配置された

配置された映像のプレビ
ューが表示された

最初に再生する
映像を選択する

◆ストーリーボード
映像を再生する順番に
配置することができる



4

映
像
の
カ
ッ
ト
編
集

間違った映像を配置してしまったときは、その映像
をマウスでクリックして選択し、［クリップを削除
します。］をクリックすることで登録を解除できま
す。パソコンに取り込んだ映像自体が削除されて
しまうわけでありませんので、安心して作業しまし
ょう。

間違って配置した映像を
削除するには

映像の順番はあとから変更することができます。以
下の手順のように、順番を入れ替えたい映像をド
ラッグし、再生したい場所に移動しましょう。

再生の順番を並び替えるには

11

続けて映像を配置する4 2番目に再生される映像を
配置できた5

次のページに続く

q2番目に再生される
映像を選択

q並び替える映像を
クリック

qタイムラインから削除
したい映像をクリック

w［クリップを削除
します。］をクリック

e［はい］を
クリック

w正しい順番になる
ようにドラッグ

wストーリーボード
にドラッグ

2番目に再生される
映像を配置する

続けて再生される
映像を配置できた

移動先を示す線が
表示される

映像をストーリーボードから削除してよいか
どうかを確認する画面が表示された

選択した映像がストーリー
ボードから削除された

画面上の［タイトラー］ボタンをクリックすると、
映像にタイトルやテロップなどの文字を挿入するこ
とができます。映像の冒頭のタイトルや特定の場面
のテロップなどに利用するとよいでしょう。

テロップなどの文字を
追加することもできる



で
き
る
ア
イ
ビ
ス

1つの映像のなかに、切り出したい場面がいくつも
あるときは、［クリップ分割］を利用すると効率的
です。映像を右クリックして［クリップ分割］を選
択後、レッスンと同様にイン点とアウト点を指定
して［カット］ボタン（ ）をクリックします。こ
の操作を繰り返すことで、映像から複数の場面を
切り出せます。

1つの映像から複数の場面を
切り出すには

イン点やアウト点の位置を間違えてしまったときは、も

う一度、スライダーの位置を調整します。

間違った場合は？

12

気に入った場面の始点を指定する7

気に入った場面を切り出す映像を
選択する6

配置した映像から気に入った場面を
切り出す

映像のなかから、特定の場面だけを切り出し

てみましょう。場面の切り出しには、スライ

ダーを利用して映像のイン点とアウト点を指

定します。

ここでは最初に配置した映像
の必要な部分を切り出す

［クリップ分割］が
表示された

必要な場面の始点をイン点
スライダーで調節する

必要な部分を切り出したい
映像をクリック

q複数の場面を切り出し
たい映像を右クリック

w［クリップ分割］
をクリック

◆イン点スライダー

必要な場面の始点までイン点
スライダーをドラッグ



撮影した映像を編集して、思い通りの映像に

仕上げたいときは、編集作業での場面選択が

重要なポイントとなります。映像のなかには、

余計な場面や意図せず撮影してしまった場面

が意外に多く含まれています。このような場

面を省き、必要な場面だけ選択するようにし

てみましょう。ただし、省きすぎると前後関

係がわからなくなってしまうことなどもありま

すので、作業が完了したら、［ALL］ボタンを

クリックして映像をすべて選択してから、［再

生］ボタンをクリックして映像の流れやつな

がりをチェックしてみましょう。

映像編集のコツは始点と終点の細かい調整

4

映
像
の
カ
ッ
ト
編
集

13

気に入った場面の終点を指定する8

◆アウト点スライダー

必要な場面の終点までアウト点
スライダーをドラッグ

必要な場面の始点
を調節できた

続けて必要な場面の終点をアウト
点スライダーで調節する

必要な場面の始点と終点を
調節できた

ImageMixer 3 VideoEditiorでは、お気に入りの音
楽や映像のシーンに合わせた音楽をBGMとして設
定することもかんたんにできます。WAV形式、ま
たはMP3形式の音楽ファイルをBGMとして設定す
ることができますので、あらかじめパソコンに保存
しておいてから、以下のように［タイムライン］表
示に切り替えて映像にBGMを追加しましょう。

映像にBGMを付けることもできる

q手順8で［ファイル］
をクリック

wBGMとなる音楽ファイルが
保存されている場所を開く

e［タイムライン］を
クリック

［ファイル］が表示され、
BGMのファイルを指定で
きるようになった

音楽ファイルはタイムラ
イン表示で配置する

［オーディオ］に音楽ファイルを
ドラッグして配置する



レッスン

映像に効果を付ける
には5
トランジション

で
き
る
ア
イ
ビ
ス

映像にトランジションと呼ばれる切り替え

効果を設定してみましょう。トランジショ

ンを設定すると、場面の切り替えをスムー

ズに見せることができます。

トランジションの長さは標準では5秒程度に設定さ
れています。それ以上長く時間効果を設定したい
ときは、手順5で［プレビュー］ボタンの上に表示
されている時間を変更しましょう。

トランジションの長さを
調整するには

14

［トランジション］画面を
表示する1

［トランジション］画面が
表示された2

トランジションを付ける映像を
選択する3

トランジションを選択する4

［トランジション］を
クリック

トランジションを付ける
映像をクリック

［フェードイン］を
クリック

［トランジション］画面が
表示され、トランジション
の一覧が表示された

トランジションは
2つの映像にまた
がって設定される

トランジションを付ける映像の
2番目の映像を選択する

トランジションを設定
する始点と終点の映像
が表示される

ここではトランジションとして
フェードインを選択する



5

ト
ラ
ン
ジ
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ImageMixer 3 SEでは、映像のシーンの切り

替えに効果を設定したり、映像にテキストや

音声を追加したりするような演出がかんたん

にできます。しかし、このような演出は、あ

まり多用しないことが重要です。たとえばシ

ーンの切り替えごとにいろいろな効果が表示

されると、見ていて疲れる映像になってしま

います。トランジションやテキスト、音声など

は、あくまでもオリジナルの映像を助けるため

の脇役です。あまり効果を追加しすぎると肝

心の映像の雰囲気が損なわれてしまいますの

で、適度に抑えることが大切です。

あまり効果を付けすぎないようにしよう

設定したトランジションを削除したいときは、手順
7で映像の間に表示されているトランジションをク
リックして選択してから、［クリップを削除します。］
をクリックすることで設定したトランジションを削
除できます。

適用したトランジションを
削除するには

15

設定するトランジションを間違えたときは、もう一度、

設定し直したい映像を選択し、別のトランジションを選

んで［適用］をクリックすることで変更できます。

間違った場合は？

トランジションを確認する5

トランジションを適用する6

トランジションが適用された7

［適用］を
クリック

［プレビュー］を
クリック

w［クリップを削除
します］をクリック

qストーリーボード上の
トランジションをクリック

選択したトランジション
を確認する

選択したトランジション
が再生される

トランジションが確認
できたので、適用する

ストーリーボードに適用した
トランジションが表示された



レッスン

編集した内容を保存
するには6
プロジェクトの保存

で
き
る
ア
イ
ビ
ス

編集した映像を保存しましょう。保存方

法には、作業内容を保存するプロジェクト

の保存と、映像ファイルを保存する映像

の保存の2つの方法があります。

16

編集内容を保存する

ここまでの作業内容をプロジェクトとして保

存しておきましょう。編集作業は長い時間か

かる場合もありますので、ある程度の区切り

で保存するようにしておくと安心です。

編集したプロジェクトを
映像ファイルとして保存する

編集したプロジェクトを映像ファイルとして

保存しましょう。編集していた複数の映像フ

ァイルがまとめられ、しかも適用した編集内

容などが反映された1つの映像ファイルにま

とめられます。完成までの仕上げ作業と言え

るでしょう。

プロジェクトを保存する1

プロジェクトが保存された2

［保存］画面を表示する3

ここまでの手順で編集
した内容を保存する

プロジェクトが保存され、
編集内容が保存された

［名前を付けて保存］
が表示された

q［ファイル］を
クリック

e［ファイル名］にプ
ロジェクト名を入力

r［保存］を
クリック

w［プロジェクトを保存
する］をクリック

［保存］をクリック



6

プ
ロ
ジ
ェ
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の
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映像の編集作業が完了したら、その内容を忘

れずに保存しておきましょう。ただし、２種

類ある保存方法のうち、プロジェクトの保存

はあくまでも作業内容を保存しておくための

ものです。映像を完成した作品として仕上げ

るためには、映像ファイルや編集した作業内

容を１つの映像ファイルとしてまとめて保存

する必要があります。手順３以降の操作を忘

れずに実行して保存しておきましょう。保存

した映像はパソコンで再生できます。Image

Mixer 3 Libraryから参照できますので、再生

してチェックしてみるとよいでしょう。

完成したプロジェクトは1つの映像として保存する

c＋S プロジェクトを保存する
ショートカットキー

17

手順１でプロジェクトのファイル名を間違えてしまった

ときは、あとからフォルダを開いてファイル名を変更し

ます。Windows Vistaの場合、初期状態では［ビデオ］

フォルダにある［IMxLibrary］のなかの［Edit］フォ

ルダに日付ごとのフォルダが作成され、そこにプロジェ

クトが保存されます。

間違った場合は？

編集作業に使った素材となる映像、その映像に加
えたカット編集やトランジションなどの編集内容な
ど、これまでの編集作業をまとめて管理するもので
す。編集内容を途中で中断したいときや、あとか
ら編集作業をやり直せるようにしたいときは、忘れ
ずにプロジェクトを保存しておきましょう。

プロジェクトってなに？編集した映像を保存する4

ImageMixer 3 ランチャーに
戻る5

［保存］画面が
表示された

［名前を付けて保存］
が表示された

映像編集を終了し、ImageMixer 3
ランチャーに戻る

w［ファイル名］に映
像のファイル名を入力

e［保存］を
クリック

ここクリック

q［保存］をクリック



レッスン

映像をDVDに書き
込む準備をするには7
DVD作成リスト

で
き
る
ア
イ
ビ
ス

パソコンに保存されている映像をDVDに

保存してみましょう。保存前の準備として

書き込む映像を選んだDVD作成リストを

作ります。

間違った映像を追加してしまったときは、手順４でそ

の映像を右クリックし［削除］を選んでリストから削除

します。

間違った場合は？

18

DVD作成リストを新規作成する1 DVD作成リストが
新規作成された2

ライブラリを表示する3

q［Disc作成リスト］を
クリック

qDVD作成リストの
名前を入力

［ライブラリ］を
クリック

w［OK］をクリック

w［新規DVD作成リスト］
をクリック

DVD作成リストの名前を
入力する画面が表示された

［DVD作成リスト］に新規作成した
DVD作成リストが表示された

DVDに保存する映像を
ライブラリから選択する

レッスンeを参考に［ImageMixer 3
Library］を表示しておく



7
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DVDに保存したい映像はリストとしてかんた

んに管理できます。用途や映像の種類ごとに

複数のリストを作ることもできますので、編

集した映像の作品リストや、ほかの人に渡す

ためのリスト、バックアップとして保管してお

くためのリストなど、さまざまなリストを作る

とよいでしょう。リストには一般的なDVDを

作成するための［DVD作成リスト］と、ハイ

ビジョン映像を保存するための［AVCHD作

成リスト］の２種類あります。どちらを選ぶ

かでできあがるDVDの規格が異なりますの

で、間違えないように注意しましょう。

DVD作成リストを活用しよう

19

このレッスンでは、一般的なDVDプレーヤーで再
生できる形式のDVDを作成するためハイビジョン
画質の映像が標準画質に変換されます。ハイビジ
ョン画質を保ったまま映像をDVDに保存したいと
きは、AVCHDと呼ばれる規格でDVDを作成する
必要があります。手順1で新規AVCHD作成リスト
を選んで作業を行ないましょう。AVCHD規格の
DVDを再生するにはAVCHDの再生に対応した機
器が必要になります。

AVCHD規格のDVDを
作成するには

DVD作成リストに
映像を追加する4

DVD作成リストに
映像を追加できた5

q書き込みたい映像
をクリック

DVD作成リスト
をクリック

w手順2で作成したDVD作成リスト
にドラッグ

DVDとして書き込みたい映像を
DVD作成リストに追加する

DVD作成リストに映像が追加
できたかどうかを確認する

ほかにも追加したい映像が複数ある場合は、
手順3と4をくり返す

手順1で［新規AVCHD作成リスト］を選択
すると、AVCHD規格のDVDを作成できる

手順4で追加した
映像が表示された



ImageMixer 3 SEが対応しているメディアは、
DVD-R、DVD-R DL、DVD-RWの3種類となりま
す。なお、これらの規格のメディアを利用した場合
であっても、パソコンに搭載されているドライブが
書き込みに対応していない場合は利用できません。

ImegaMixer 3 SEが
対応しているメディアは？

レッスン

映像をDVDに
書き込むには8
書き込み

で
き
る
ア
イ
ビ
ス

作成したリストを元に、映像をDVDに書

き込んでみましょう。メニューの作成など

もかんたんにできるため、手軽にオリジナ

ルDVDを作成できます。

書き込む映像やメニューを間違えてしまったときは、手

順５で［キャンセル］をクリックして設定をやり直しま

しょう。

間違った場合は？

20

DVD作成リストを確認する1

［DVDメニューの選択］画面を
表示する2

DVDメニューを選択する3

DVDの書き込みを開始する4

レッスンuで作成したDVD
作成リストを確認する

レッスンuで作成したDVD
作成リストに追加した映像が
表示され、確認できた

DVDメニューを
選択できた

［DVDメニューの選択］
画面が表示された

あらかじめ用意された
メニューから選択する

映像を書き込む
DVDのディスクの
サイズを選択する

DVD作成リストを
クリック

qメニューを選択

w［12cm］
をクリック

［書き込み］を
クリック

e［OK］をクリック

qDVD作成リストを
右クリック

w［DVD作成リスト
を編集］をクリック



8

書
き
込
み

21

AVCHD規格でDVDを作成すると、映像を美しい
ハイビジョン画質のままDVDに保存できるという
メリットがありますが、その一方で再生環境が限ら
れるというデメリットもあります。AVCHD規格に
対応したプレーヤーはまだ少ないため、家庭用の
DVDプレーヤーで再生したい場合などは、その機
器がAVCHDに対応しているかを確認しましょう。

AVCHD規格のディスク再生には
対応機器が必要

ドライブにDVDメディアを
セットする5

DVDを作成する6

DVDの書き込みが開始された7

DVD RECORDABLE

DVDビデオとして書き込
むためのDVDメディアを
セット

DVDの書き込み画面
が表示された

DVDの作成画面が表示され、
書き込みがはじまった

書き込みが完了する
までしばらく待つ

同じ内容のDVDを作るかどうかを
確認する画面が表示された

ここでは1枚だけ
DVDを作成する

同じ内容のDVDを複製するときは
［OK］をクリックする

［作成］を
クリック

［キャンセル］を
クリック

ドライブにメディアがセットさ
れていないため、［ディスクが
入っていません］と表示される

ドライブにメディアがセット
れると、［書き込みできます］
と表示される

ImageMixer 3 SEを利用すればDVDの作成

はかんたんです。単に映像を保存するだけで

なく、映像を選択するためのメニュー画面も

かんたんに作成できますので、たくさんの映像

を保存しても見たい映像をすぐに選べます。

メニュー画面があれば、手間をかけて編集し

た映像と相まって、オリジナル作品としての

完成度も上がるでしょう。ただし、メディア

への書き込みが開始されてしまうと、キャン

セルができないため、せっかくのDVDメディ

アが無駄になってしまいます。書き込む前に

もう一度、設定を確認しておくと安心です。

書き込む前によく確認しよう



レッスン

映像をiPodや
ブログで楽しむには9
ファイルの書き出し

で
き
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パソコンやDVDだけでなく、映像をもっ

といろいろな方法で楽しんでみましょう。

ここでは映像をiPodなどの携帯プレーヤー

やブログで楽しむ方法を紹介します。

手順３でファイルの種類を間違えてしまったときは、手

順４で書き出し作業を［キャンセル］し、もう一度、

操作をやり直します。

間違った場合は？
このレッスンで書き出した映像ファイルは、iPod
に対応した形式のファイル（ファイル形式MOV、
ビデオ形式H.264、サイズ640×360ドット）とな
ります。このファイルをiPodで再生したいときは、
iTunesのライブラリに映像ファイルを追加してか
ら、パソコンに接続したiPodに転送します。

書き出したファイルをiPodに
転送できるようにするには

22

ファイルに書き出す
映像ファイルを選択する1 ［ファイルの書き出し］画面を

表示する2

書き出すファイルを設定する3

ここでは、レッスンr～yで編集し、保存した
映像をファイルとして書き出す

レッスンyで保存した
映像が表示された

［ファイルの書き出し］
画面が表示された

ここではiPodで見られる
形式のファイルで書き出す

qレッスンeを参考にImageMixer
3 Libraryを表示しておく

q［ファイル］をクリック

q［iTunes（iPod
用）］をクリック

w［書き出し］を
クリック

w［ファイルの書き
出し］をクリック

w［ライブラリ］を
クリック

eスクロールバーを下に
ドラッグしてスクロール

rファイルとして書き出す
映像をクリック

［ファイルの保存先］にファ
イルの保存先が表示される

［参照］をクリックする
と保存先を変更できる
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ImageMixer 3 SEを利用すると、パソコンや

DVD用の映像だけでなく、iPod用や動画共有

サイト用の映像を手軽に作れます。これまで、

こういった映像の作成には細かな設定や変換

用のソフトが必要でしたが、ImageMixer 3

SEなら、あらかじめ用意された設定を選択す

るだけとかんたんです。iPodに入れて映像を

持ち歩いたり、動画共有サイトで公開したり、

自分のブログに貼り付けてほかの人に見せた

りと、映像をさらに楽しんでみましょう。た

だし、作成に時間がかかりますので、最初は

短い映像から試してみるとよいでしょう。

いろいろな用途の映像をかんたんに作れる

インターネット上の動画共有サイトに映像を投稿
したいときは、手順3で［動画共有サイト用］を選
択してファイルを書き出しましょう。ただし、利用
できる形式や映像の長さなどは動画共有サイトに
よって異なります。ImageMixer 3 SEで作成される
ファイルは、MPEG-2形式の320×240ドットの映
像となり、10分ごとにファイルを分割することが
できますので、利用するサイトの条件を確認して設
定しましょう。

動画共有サイト向けに
ファイルを書き出すこともできる

23

ファイルの書き出しが開始された4

ファイルの書き出しが完了した5

ファイルの書き出しが開始され、［ファイルを
書き出し中］と表示された

ファイルの書き出しが完了すると、［ファイル
の書き出しが終了しました］と表示される

書き出しが完了するまで
しばらく待つ

q［動画共有サイト用］
をクリック

w［書き出し］
をクリック

［OK］をクリック
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で
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パソコンで編集した映像は、アイビスの内

蔵メモリーやSDカードに書き戻すことも

できます。ファイルを書き戻す方法を見て

みましょう。

手順２で［ビデオカメラに書き戻し］を選択できないと

きは、パソコンにアイビスが接続されていないか、電源

がオンになっていない可能性があります。接続や電源を

確認して、もう一度、操作をやり直しましょう。

間違った場合は？

映像をアイビス本体の内蔵メモリーに書き戻したい
ときは、手順3の書き戻し先の選択で［内蔵メモリ
ー］をクリックして、レッスンと同様にファイルを
書き戻しましょう。

アイビス本体の内蔵メモリーにも
書き戻せる

24

ビデオカメラに書き戻す画面を
表示する2

アイビスとパソコンを接続する1 ファイル書き戻し先を選択する3

書き戻し先を選択できた4
［ビデオカメラに書き
戻し］をクリック

SDカードのアイコン
をクリック

ImageMixer 3 ランチャーが起動した

ビデオカメラに書き戻す
ための画面が表示された

映像のファイルを書き戻
す先を選択する

ここではアイビスに挿入されたSDカードを
書き戻し先にする

［書き戻し先］で内蔵メモリー、
SDカードのどちらに書き戻
すかを選択できる

SDカードのアイコンが
選択された

レッスンwを参考にアイ
ビスとパソコンを接続する
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内蔵メモリーやSDカードなど、パソコンの映

像をアイビス本体に書き戻すと、その映像を

アイビスで再生できます。この方法を利用す

ると、たとえばDVDプレーヤーがない場合や、

DVDプレーヤーはあってもAVCHD規格の再

生に対応していない場合でも、アイビスを家

庭用のテレビに接続することで映像を再生す

ることができます。友人の家で以前に撮影し

た映像を見せたり、実家に帰省したときに編

集した映像を見せたりするなど、どこにでも

映像を持ち出して、みんなで楽しむことがで

きますので、ぜひ活用すると良いでしょう。

映像を持ち出してみんなで楽しめる

書き戻す映像の長さと、利用するSDカードの容量
によっては、ファイルが大きすぎてSDカードに保
存できない場合があります。特に複数の映像をつ
なぎ合わせて自分で作成した映像の場合、サイズ
が大きくなっていることもありますので、最低でも
1～2GBのSDカード、できれば4GB以上のSDHC
カードを用意しておくことをおすすめします。

SDカードの容量に注意しよう

25

書き戻す映像を選択する5

映像の書き戻しを開始する6

映像の書き戻しが完了した7

ここでは、レッスンr～yで編
集し、保存した映像を書き戻す

［ビデオカメラへの書き戻しが終了しました］と
表示され、書き戻しが完了した

［ビデオカメラに書き戻し］
画面が表示された

書き戻しが完了する
までしばらく待つ

qスクロールバー
を下にドラッグし
てスクロール

wSDカードに書き戻す
映像をクリック

e［書き戻し］を
クリック

［OK］を
クリック

［OK］を
クリック
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